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 本年度第二回目の美化活動を実施します。日程は１０月１１日～２９日までの期間中 

各グループで都合の良い日を選び実施します｡前回と同じやり方で行います｡活動時間も 

各グループが決めます｡前回､比較的ごみが少なかった場所は避け､交通量の多い場所を 

目標にしますが､くれぐれも安全第一でお願いします｡夕方実施するグループは､日没が 

早まっていることを考慮して計画してください｡天候によっては薄暗くなります｡状況を確認し

ながらお願いします｡今年は気温にもご注意ください｡ここまで高温が続き､朝､夕の寒暖差に

も気を配ってください｡心配な点もありますが､地域に貢献できる活動にしましょう｡  

取説等も紙資源としてリサイクルしましょう！                                          
 部品箱の中に同梱されている取扱説明書を集める活動が広がっています｡きっかけは部品箱を  

積極的に分別し始めたとき､取説もリサイクルすべきとの意見があり、業者に問い合わせたところ                       

取説として分別してあれば問題ないとの回答でした。分類は雑紙扱いで、広告や雑誌などと 

同じです。そうしたものに比べると小さいため、雑誌などとは別に、ビニール袋に入れて持ち 

込むことにしました。社内の回収方法はダンボールと一緒で問題ありません。取説があれば              

専用のビニール袋に入れて業者に引き渡します。ご協力お願いします。 

スプレー缶の処分について 

 潤滑剤､芳香剤など様々なスプレー缶が使用されています｡処分方法でご相談があり､処分等の 

方法を簡単に説明します｡お住いの地域によっては､資源ごみとして分別回収しているところも 

ありますが､水戸市は危険物として扱っています｡うっかり燃えないごみ袋に入れると､回収して 

もらえません｡当社でも水戸市の方針に従ってスプレー缶だけを集め分類して､業者に引渡して 

います｡廃棄の場合は､指定された場所においていただければ､回収します｡無理に穴など空け 

なくても大丈夫です｡但し､中身が残っている空缶は､スプレー缶以外でも捨てられません｡処分を 

したい場合は､必ず担当者に申し出てください｡大事故につながりますので徹底してください｡ 

気象変動の緩和について    第6回 ｢台風の巨大化｣ 

 先週､台風１６号が関東地方に接近し､伊豆諸島が直撃を受けましたが､幸い大きな被害もなく 

通過して行き何よりだと思います｡最近の台風は巨大化したとは思いませんか。実際54㎧以上の 

猛烈な台風が頻繁に接近・上陸しています。原因は明確で､日本付近の海水温がここ数年異常に 

高く､台風のエネルギーである上昇気流が日本近海に接近しても衰えないためです｡更に速度が

遅くなり､そのため雨や風が長く続き､被害を増大させてしまいます｡これも地球温暖化による､気象 

変動によるものだと言われています｡即効性のある予防策はありませんが､事実を受け止め､一人 

一人が地球環境の未来を考え､行動すること以外緩和させる方法はありません｡ 

最高責任者のコメント    ～ 次のエネルギー対策 ～ 

 本社工場､組立工場一部の設備を除き､ＬＥＤ照明器具交換作業終了した｡ＬＥＤにすることで 

電気使用量は１～２割程度削減することができた。老朽化した空調設備等、段階的に変更し 

電気使用量を低減して行きたいが、設備改善で使用量を削減することは限界に来ている。 

太陽光パネルなども検討しているが､問題がある｡当社は住宅地の中にあり､太陽光パネルで 

近隣住民からまぶしいなどの苦情が寄せられないか｡また､メンテナンス費用や廃棄する際の 

経費など検討項目が多い｡カーボンニュートラルが叫ばれる中､慎重に検討したい｡ 
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今月の環境目標､ 

全て達成しました！ 

引き続きよろしくお願いします。  

 

                                        

  

 

 

上段の写真は､那珂川河川敷のススキを撮影しました。手前のセイタカアワダチソウがまた増えてきました。心配です。（10月5日撮影） 


